
川俣町小島地区
-大学生交流事業と集落再生への提案-

東北大学工学研究科都市・建築学専攻
建築空間学研究室 中山間地域研究グル プ建築空間学研究室 中山間地域研究グループ



交流事業及び調査概要

9月3日 川俣町の概況 小島地区集落の方へのヒアリング
10月2〜3日 朝市への参加とヒアリング10月2 3日 朝市への参加とヒアリング

川俣町町内の資源調査
小島地区集落内の資源調査
小島地区の方々との夕食会
民泊
3グループに分かれての集落内農家の方々へのヒアリング3グループに分かれての集落内農家の方々へのヒアリング

11月7日 集落の再生提案のディスカッション（大学内）
11月16日 交流館の整備状況と集落の方との提案内容のヒアリング



























旧小島小学校の活用 改修のポイント

既存校舎（オープンスペース型）を活かす。
家具の設置、浴室等を整備し宿泊機能を廃校から改修までの経緯

持たせる。
公民館部分と連携した使用を考える。

平成20年3月廃校に伴い教育的な
機能を継続するという観点から、
宿泊機能を持つ生涯学習施設への
用途転用を図る

オープンスペース
の教室に家具を
配置

課題（ヒアリングより）
宿泊及び交流館としての独自性福島民友

2010 8/28
校庭の活用
運営体制の専門性と地域の関わり

2010.8/28



旧小島小学校の活用小島小学校 活用

ヒアリング結果より
地区住民の認知不足 近年の校舎転用のため魅力に欠ける 開館後の地区住民の認知不足 近年の校舎転用のため魅力に欠ける 開館後の
運営体制が不明確 宿泊機能を如何に活かすか 校庭の活用不足

小島地区の日常生活における拠点づくり
小島地区の情報拠点として活用するex 小島地区の情報拠点として活用する
地区の様々なイベントを校庭を含めて積極的に活用する

運営体制運営体制
地区住民のヴォランティアと管理運営を担うスタッフの雇用

小島地区のイメージと合致した特徴をつくる。
家具そのものや配置の変更 地場材を活用した校庭のランex家具そのものや配置の変更 地場材を活用した校庭のラン
ドスケープの提案

体験宿泊のストーリーをつくる。体験宿泊のスト リ をつくる。
ex 自然の不便さ（怪談が出来る場所や山林でのキャンプ等）を魅力

として設定する 食材と食事の開発
いろいろなサテライトとして活用するいろいろなサテライトとして活用する。

ex 大学のサテライトキャンパス



小島地区の農村再生小島地 農村再生

ヒアリング結果より
後継者不足 農業における独自性がない 山林の荒廃化 耕作放棄地後継者不足 農業における独自性がない 山林の荒廃化 耕作放棄地
を含む農地管理 若年労働者の欠落

農業の再生
・集落全体のイメージづくり

古民家（旧養蚕）の空間活用（長期滞在等）ex 古民家（旧養蚕）の空間活用（長期滞在等）
・集落内の生活

ex地域防災等のワークショップ地域防災等 ク ッ
・農村の再生

ex 体験型の食の開発とイメージづくり
山林の活用・山林の活用
ex 専門機関との共同研究などの地場材の活用

地域全体の再生地域全体の再生
・山林整備の体験化 新規定住者のきっかけづくり

ex 古民家の活用やネットワーク化
集落組織との関係づくりのワ クシ プ集落組織との関係づくりのワークショップ



旧小島小学校の利活用

川俣町周辺市町民

社会人
定年リタイア

大学生農業体験

小島交流館
町外児童

森林整備宿泊体験

日常的に利用する
き かけづくり

集落
地域イベント きっかけづくり

集落

集落地域イベント
の活用

集落

集落

小島地区 川俣町






